
ENSDF グループ平成 27 年度会合議事録	

	

日時	 平成 28 年 3 月 25 日	 午後 1時 30 分〜4時 30 分	

場所	 原子力機構	 東京事務所第 3会議室	

出席者	 飯村秀紀（原子力機構）、大矢進（元新潟大）、片倉純一（長岡技術科

学大）、神戸政秋（東京都市大）、喜多尾憲助（元放医研）、小浦寛之（原

子力機構）、橋爪朗（元理研）	

	

配付資料	(1)平成 27 年度 ENSDF グループ活動報告と次年度以降の計画		

	(2)ENSDF	処理コードについて NNDC 及び IAEA からの連絡	

	(3)アイソマーの励起エネルギーについて NNDC からの連絡	

	

議事：(1)	 作業状況の確認	

	 例年はグループ会合で作業状況を確認し、それを基に活動報告と次年

度以降の計画を作成して JENDL 委員会本委員会に提出してきたが、今年

度は JENDL 本委員会が ENSDF グループ会合に先行したため、メール等で

各メンバーに進捗を確認することで活動報告を作成した。グループ会合

では、既に JENDL 本委員会に提出した配布資料 1に基づき、各出席者が

それぞれの作業状況を報告した。	

	 日本が分担している質量数のうち、A=118 は、最後の改訂から時間が

経っていることと、今回の改訂後に他センターに分担が移ることから、

NNDC から特に作業を急ぐように言われている。担当の喜多尾委員が、夏

頃までに改訂ファイルの原案を作成し、神戸委員に検査してもらう予定

であることを報告した。	

	 A=120（担当：橋爪委員）ついては、10 月頃に改訂ファイルを NNDC に

送ることを目標にしている。A=123（神戸委員）は、文献の収集を終え

て、評価作業を始めるところである。	

	 A=126 については、片倉、大矢、飯村の各委員が分担して改訂ファイ

ルを大体作成した。現在、飯村が検査を行っており、夏頃までにファイ

ルを NNDC に送る予定である。検査には、評価作業のトレーニングの意

味を含めて小浦委員が加わる。	

(2)	 	ENSDF	処理コードについての情報共有	



	 最近、NNDC 及び IAEA から ENSDF	処理コードのアップデートと新しい

処理コードについての連絡（配布資料 2）があったので、それについて

情報を共有した。即ち、①	ENSDF の書式を検査する FMTCHK コードがア

ップデートされた。②	ENSDF の各データセットから adopt データセット

を自動的に作成するJGAMUTコードが試験的に利用できるようになった。

このコードは、手作業で作成した adopt データセットの確認にも役立ち

そうである。③データを何種類かの異なった方法で平均する V.AveLib

コードが新たに利用できるようになった。④	ENSDF を Nuclear	Data	

Sheets のイメージに変換する計算コードとして、昔の NDSDAT に変わり

JAVA-NDS コードが開発された。⑤	主な処理コードは、IAEA の計算機を

用いて、いわゆる cloud	computing で実行できる（MyENSDF）。NDS イメ

ージへの変換もできる。	

	 その他、内部転換電子の割合を計算する BrIcc コードを実行する場合

の正しい手順についても情報共有した。	

	(3)	 	評価手法の確認および評価作業の経験交換	

	 アイソマーの励起エネルギーについて、Audi 達が作成している原子核

質量のデータベース（Nubase）の値と ENSDF の値とが、多くの核種で異

なっていることを NNDC が連絡してきた（配布資料 3）。担当している質

量数にも該当する核種があるので、評価の際に注意することにした。	

	 また、最近、半減期を評価する際のガイドラインが新しくなったので、

それに従うことを確認した。半減期以外のガイドラインについては、

Martin が作成した案が昨年 4月に配布されたが、未だ確定とはなってい

ないようである。	

	 126Xe のインビームγ線分光で、前方、後方、90°方向で比較的広い角

度範囲を取り、それぞれの角度範囲に放出されるγ線の強度比から遷移

の多重度とスピンを決定している文献があった。これについて、この方

法で多重度とスピン決まるのか意見交換した。関連して、回転バンドが

多数ある場合に、各バンドをどのように表記すべきかについて検討した。	


